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で 28 コース、語学講座で 28 コース、体験講座
で 22 コース、計 78 コースが企画されました。
それぞれの受講者数をみると、教養講座で 227
名、語学講座で 256 名、体験講座で 195 名、合



























希望者が延べ 397 人（前期 241 人、後期 156 人）、
試聴等を経て実際に受講した者は延べ 304 人
（前期 184 人、後期 120 人）にのぼりました。


































ショップを 2016 年 2 月 20 日（土）に開催しま
した。
・まちなかセミナー


















































































10 代 3 0.6
20 代 18 3.4
30 代 35 6.7
40 代 71 13.5
50 代 111 21.1
60 代 211 40.2
























































性 174 人（33.1％）、女性 325 人（61.9％）となっ
ており、女性受講者の割合がやや高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 56 人（10.7％）、40 〜 50 代が 182 人
























































２- ５回 213 40.6
６-10 回 112 21.3
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・（土）の講座ですが、AM10:00 〜 11:30 の方













































































































































































































































































































































































































20 代 9 4.5
30 代 4 2.0
40 代 7 3.5
50 代 22 11.1
60 代 91 46.0












































2-5 回受講 69 34.8
6-10 回受講 46 23.2
































































































































































に大学からの郵便物 120 人（60.6％）、Web サ













































































































































































































































































































がMoodle で Brawse できることでかえって学
生は授業に重きをおかなくなっている。多量の



































































































































































































































































































































































































































































































































































■ 日時：2015 年 10 月 10 日（土）13：00 〜（五福キャンパス大学祭初日）
■ 場所：生涯学習部門第１学習室
































…・11 月 17 日（火）：学びの場としての富山大学を知る
　（大学内散策、ヘルン文庫訪問、学食体験、災害対策プラザ訪問）
























































































































































































































































































































































































































































































































2013 年度の富山大学公開講座とＯＣの受講者延べ 872 人に対し質問紙と返信用封筒を配布し、郵













性別 *** 世代 ** 職業 * 学歴 ***
男性 女性 50 代以下 60 代以上 無職 有職 非四大卒 四大卒以上
公開講座
人数 55 114 94 75 79 89 79 90
％ 32.5% 67.5% 55.6% 44.4% 47.0% 53.0% 46.7% 53.3%
ＯＣ
人数 54 34 32 56 55 33 21 67
％ 61.4% 38.6% 36.4% 63.6% 62.5% 37.5% 23.9% 76.1%
合計
人数 109 148 126 131 134 122 100 157
％ 42.4% 57.6% 49.0% 51.0% 52.3% 47.7% 38.9% 61.1%
χ２検定：*** p<0.001　** p<0.01　* p<0.05
－ 48 －
性別でみると、公開講座受講生は女性の割合が高く、ＯＣ受講生は逆に男性の方が高くなってい






の四年制大学卒の割合を世代別にみてみると、30 代以下が 41.4％、40 〜 50 代が 67.0％、60 代以上
が 61.1％となっており、大学進学率の世代差を勘案すると、とりわけ 40 代以上の高学歴傾向は明
瞭である３）。
なお、受講申請時に得られた全体の性別・世代別データをみると、（1）公開講座では男性 34.4％
／女性 65.6％、50 代以下 60.4％／ 60 代以上 36.5％、（2）ＯＣでは男性 65.1％／女性 34.9％、50 代











がんばった分だけ認められる　*** 2.34 ＞ 1.79 t（249）＝ 4.60
学習・研究仲間をつくることができる　*** 2.66 ＞ 2.13 t（252）＝ 4.36
昇進や出世に役立つ　* 1.54 ＞ 1.35 t（227）＝ 2.34
他人との競争は学習の励みになる　** 2.05 ＞ 1.69 t（251）＝ 3.07
②受講の結果
受講して知り合いが増えた　*** 2.73 ＞ 2.08 t（253）＝ 4.98
受講して知識を活用する機会が増えた　* 2.78 ＞ 2.52 t（251）＝ 2.18
受講生どうしの交流の機会がほしい　* 2.60 ＞ 2.32 t（253）＝ 2.33
一人より複数で学んだ方が効果的だった　** 3.19 ＞ 2.80 t（138）＝ 3.30
質問やディスカッションの機会があった　*** 3.25 ＞ 2.59 t（136）＝ 5.08
担当講師には気さくさがあった　** 3.65 ＞ 3.41 t（154）＝ 2.85
③好みとする教育方法
黒板とチョークを使って説明する講義　*** 2.38 ＜ 3.03 t（190）＝ 5.30
担当講師と受講生が対話しながら進める講義　** 3.07 ＞ 2.68 t（252）＝ 3.44
講義内容の順序や進度を受講生に合わせる講義　*** 2.78 ＞ 2.38 t（251）＝ 3.54
－ 49 －
④大学開放の運用方針
地域社会に対する教育サービスに努力すべきである　* 2.87 ＞ 2.57 t（159）＝ 2.45
日常の実用的な内容を重視すべきである　* 2.52 ＞ 2.22 t（247）＝ 2.43
社会人受講生には特別な配慮をすべきである　** 2.41 ＞ 2.10 t（250）＝ 2.66
ゼミナールなど少人数の科目も公開すべきである　* 2.97 ＞ 2.72 t（140）＝ 2.18
⑤受講上の困難
同世代の受講生がいなくて居心地が悪かった　*** 1.38 ＜ 1.81 t（128）＝ 3.95
質問しにくい雰囲気があってできなかった　** 1.32 ＜ 1.60 t（147）＝ 3.26
⑥社会人正規入学について
学位の取得に魅力を感じる　* 2.30 ＞ 1.99 t（243）＝ 2.10
資格の取得に魅力を感じる　** 2.63 ＞ 2.21 t（244）＝ 2.84
社会人学生は社会経験を活かせると思う　* 3.19 ＞ 2.97 t（244）＝ 2.44






















0 0 0 0 0 0 0 0
ことのできるカリキュラムの充実が望まれるのではないでしょうか
（2013 年度公開講座
0 0 0 0
受講生、50 代男性）。
▲　学部学生と差別無く










































































独立変数 Ｂ ベータ 有意確率 Ｂ ベータ 有意確率
定数 2.43 0.000 *** 0.70 0.273
性別ダミー（男性＝１） 0.31 0.16 0.015 * -0.04 -0.02 0.723
年齢ダミー（60 代以上＝１） -0.32 -0.17 0.012 * 0.28 0.15 0.020 *
学歴（就学年数） -0.15 -0.24 0.000 *** 0.06 0.11 0.100
文化資本 0.09 0.09 0.145 -0.19 -0.20 0.002 **
今回よりステップアップした講義を受けたい 0.29 0.22 0.000 *** -0.15 -0.12 0.040 *
大学の講義は敷居が高いと感じた 0.28 0.19 0.002 ** -0.05 -0.04 0.529
学位の取得に魅力を感じる 0.21 0.24 0.000 *** -0.21 -0.25 0.000 ***
学部よりも大学院に興味・関心がある 0.22 0.21 0.002 ** -0.04 -0.04 0.580
入学料・授業料の捻出が難しいと思う -0.07 -0.07 0.262 0.26 0.29 0.000 ***
社会人が正規学生になるのは違和感がある -0.19 -0.15 0.009 ** 0.37 0.31 0.000 ***
調整済みＲ２ 0.285 0.000 *** 0.279 0.000 ***


























































質問項目 1 2 3
第１因子「個人的実益性」
毎日の生活の中で役立つ 0.79 -0.15 0.04
仕事の中で役立つ 0.71 -0.06 0.02
世の中のためになる人間になる 0.56 0.16 0.07
誰にも頼らず一人で生きていく力になる 0.52 0.06 -0.09
がんばった分だけ認められる 0.42 0.34 0.02
第２因子「他者との関係性」
他人との競争は学習の励みになる -0.13 0.91 0.02
学習・研究仲間をつくることができる -0.04 0.63 0.13
昇進や出世に役立つ 0.38 0.44 -0.06
生まれ持った才能で成果が決まる 0.08 0.41 -0.19
第３因子「知識吸収・収得性」
より多くのことを知る -0.01 -0.02 0.88
新しい見方・考え方が身につく 0.02 0.01 0.79
Cronbach のα係数 0.78 0.71 0.83
































３つの因子それぞれから算出された因子得点について、30 代以下、40 〜 50 代、60 代以上の３
つの世代の平均値を一元配置の分散分析 15）により比較したのが表５である。ここで注目すべき点






① 30 代以下 ② 40 〜 50 代 ③ 60 代以上 多重比較
個人的実益性因子 0.46 0.16 -0.24 ①②＞③ **
他者との関係性因子 0.51 0.08 -0.18 ①＞③ **
知識吸収・収得性因子 0.40 0.00 -0.10 ①＞② * ③ **
** p<0.01　* p<0.05
▲　私のように、定年後の学習に参加される人は増えると思います。それが、何かの為になるかは余り気に















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タスにすぎない









独立変数 Ｂ ベータ 有意確率 Ｂ ベータ 有意確率 Ｂ ベータ 有意確率
定数 0.52 0.446 0.57 0.408 0.50 0.475
性別ダミー（男性＝１） -0.07 -0.04 0.552 -0.05 -0.03 0.709 0.02 0.01 0.880
年齢 -0.15 -0.22 0.001 ** -0.14 -0.20 0.002 ** -0.14 -0.21 0.002 **
学歴（就学年数） -0.02 -0.04 0.563 -0.05 -0.08 0.227 -0.02 -0.04 0.556
文化資本 0.16 0.18 0.006 ** 0.17 0.19 0.005 ** 0.30 0.32 0.000 ***
大学に正規学生として入学したくなった 0.21 0.22 0.001 ** 0.17 0.18 0.006 ** 0.13 0.14 0.031 *
黒板とチョークを使って説明する講義 -0.12 -0.13 0.047 * -0.04 -0.04 0.545 0.08 0.09 0.176
グループで作業やディスカッションする講義 0.22 0.22 0.000 *** 0.25 0.26 0.000 *** 0.05 0.05 0.434
調整済みＲ２ 0.221 0.000 *** 0.203 0.000 *** 0.158 0.000 ***





































































































































因子抽出法 : 主成分分析、説明率 34.9％。
３）…例えば 2013 年の本調査時点において 60 歳であった方の大学進学期にあたる 1970 年代初頭の大学・短大







































0 0 0 0 0 0
を求めたい（2005 年度ＯＣ受講生




0 0 0 0 0 0 0 0
を「公開」
することが良いと思う。〔ＯＣ〕受講者がいるといって「よそ行き」の授業になってはならない（2005 年度ＯＣ担当





業創出に貢献できるかがポイント＝」『時評』時評社、2015 年 11 月号を参照。
14）…中西新太郎『情報消費型社会と知の構造　学校・知識・消費社会』旬報社、1998 年、p.113。




























点から――」『大阪教育大学紀要』第Ⅱ部門、第 53 巻第 1号、2004 年 9 月、同「成人の大学入学の現状と課題」




●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会




●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
















































































































　　　公開講座の修了者数は、平成 24 年度あたりの講座数も多かった時期には 900 名近くいたが、















































































































　　　また、富山市民大学は約 10 回の講座のうち 7回出席した者を修了者としており、以前は修
































































































































































Ⅴ　事 業 報 告 資 料
－ 73 －
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 27年度事業 
 ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に，多様なテーマで，数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに，体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより，地域社会の文化水準の向上に資することを目指している。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開している。高度な生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに，学習機会を広く地域住民に提供し，本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき，富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト講座   富山駅前 CiC にて，一般市民を対象に８学部の教員がそれぞれ講師を担当し，年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行っている。自大学の教員をコーディネーターとし，他大学の教員を講師に迎え，一般市民を対象としたセミナーを開催している。  ⑥ オープン・ユニバーシティ in富山大学 2015 
 生涯学習セミナー   「日頃の学習活動の中で学んだことをどう活かすか？」という生涯学習成果の活用を，学び，実践するための講座を開講した（全４回）。 
 チャレンジ生涯学習発表会   「学ぶだけでなく，それを発表してかたちにしたい」という声に応え，これまでに学んだ内容を発表する場として，公開講座受講生等による発表会を開催した。大学祭と同時開催。 
 生涯学習ワークショップ   「高い都市レジリエンス：私たち市民は何を考え，何をなすべきか？」というテーマで，災害について学び，考え，交流し，まちづくりの第一歩を踏み出すための議論を展開するワークショップを開催した。  ⑦その他 
 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて，本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに，企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。 
 地域との連携   富山大学と地域との連携を一層進めるため，各自治体を訪問しヒアリングを実施した。今後は，地域課題について相互理解を深め，協働して事業を企画・実施していく。 
富山大学地域連携推進機構 学習部門平成 27 年度事業
－ 74 －
平成28年3月17日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
26 71（8） 1233.5（140.5） 1095（90） 659 452









学部 科目番号 授業科目名 担当教員 受講者計1 教養 1 哲学のすすめ 永井　龍男 12 教養 5 こころの科学 坪見　博之 13 教養 9 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 64 教養 11 西洋の歴史と社会 漆間　真由美 15 教養 12 西洋の歴史と社会 徳橋　曜 26 教養 15 外国文学 吉田　泉 17 教養 18 言語と文化 宮城　信 18 教養 20 音楽 大谷　多賀子 19 教養 25 現代社会論 林　夏生 210 教養 28 日本国憲法 栗田　佳泰 111 教養 37 はじめての経済学 山田　潤司 212 教養 40 経営資源のとらえ方 森口　毅彦 113 教養 41 市場と企業の関係 清家　彰敏 114 教養 44 地球と環境 楠本　成寿 115 教養 45 地球と環境 椚座　圭太郎 216 教養 46 生命の世界 松田　恒平 117 教養 47 物理の世界 喜久田　寿郎 118 教養 48 物理の世界 ﾀﾁｱﾅ ﾆｺﾗｴｳﾞﾅ ｿﾞﾛﾂｷﾋﾅ 119 教養 49 物理の世界 小林　かおり 220 教養 61 ドイツ語Ｂ(3) 宮内　伸子 121 教養 63 フランス語Ｂ(3) 近藤 壽良 122 教養 64 ロシア語Ｂ(3) 中澤　敦夫 223 教養 66 朝鮮語Ｂ(3) 和田　とも美 324 教養 67 ラテン語Ｂ(3) 松﨑　一平 125 教養 70 コロキアム(競馬学) 立川　健治 126 教養 74 自然と情報の数理 川部　達哉 1
39
27 人文 8 東洋思想史
末岡　宏鈴木　信昭田畑　真美 4
28 人文 12 心理学概論Ⅱ
喜田　裕子坪見　博之黒川　光流 129 人文 18 西洋史概説Ⅰ 入江　幸二 130 人文 19 西洋史特殊講義(2) 小野　直子 131 人文 32 アメリカ文学史 大工原　ちなみ 2





33 人間 30 栄養学 藤本　孝子 134 人間 35 自然環境地理学 田上　善夫 2
735 経済 2 ミクロ経済学Ⅰ 堂谷　昌孝 136 経済 6 アジア経済論 王　大鵬 137 経済 7 国際マーケティング 鳥羽　達郎 138 経済 14 マクロ経済学Ⅰ 若林　丈靖 139 経済 15 経済情報処理 モヴシュク　オレクサンダー 140 経済 16 経営モデル分析 白石　俊輔 141 経済 28 外国書講読Ⅰ 大西　吉之 342 経済 31 家族法 香川　崇 1
1043 理 5 解析学Ⅲ 阿部　幸隆 144 理 17 電磁気学序論 榎本　勝成 145 理 25 物性物理学Ｂ 水島　俊雄 146 理 30 基礎有機化学 樋口　弘行 147 理 33 有機化学Ⅱ 宮澤　眞宏 148 理 35 芳香族化学 林　直人 149 理 41 基礎細胞生物学 菊川　茂 150 理 44 分子生物学 若杉　達也 151 理 50 鉱物学 清水　正明 152 理 51 気象学概論 青木　一真   安永　数明 153 理 57 海洋地質学 竹内　章 254 理 58 海洋物理学 松浦　知徳 155 理 63 環境植物生理学 蒲池　浩之 1
1456 工 10 電気エネルギー工学１ 田中　和幸 157 工 12 電磁気学２ 山崎　登志成 158 工 35 機械力学 木村　弘之 159 工 39 工業数学A 瀬田　剛 1
460 芸術文化 1 コミュニケーションデザイン・プロダクト概論 有　田　行　男 1
61 芸術文化 7 イングリッシュ・コミュニケーション中級１ B.ウィルソン 1
62 芸術文化 8 西洋美術史Ｂ 松　田　　　愛 1
63 芸術文化 9 造形のための数学 辻　合　秀　一 1
64 芸術文化 12 中国の言語と文化 山　田　眞　一 6








66 医学 1 救急・災害医学 笹野　一様 3
3





学部 科目番号 授業科目名 担当教員 受講者計1 教養 4 現代と教育 藤田　公仁子 12 教養 6 東洋の歴史と社会 澁谷　由里 13 教養 7 西洋の歴史と社会 大西　吉之 34 教養 10 日本文学 朝木　敏子 15 教養 14 音楽 大谷　多賀子 26 教養 23 地球と環境 松浦　知徳 17 教養 24 地球と環境 丸茂　克美 18 教養 25 生命の世界 星野　一宏 39 教養 37 フランス語Ｂ(4) 近藤 壽良 110 教養 40 朝鮮語Ｂ(4) 上保　敏 211 教養 41 ラテン語Ｂ(4) 佐藤　真基子 112 教養 46 健康・スポーツ論 山崎　先也 1






34 人間 1 知覚心理学 佐藤　徳 135 人間 6 臨床心理学 石津　憲一郎 136 人間 15 軽度発達障害児教育総論 水内　豊和 137 人間 16 就労支援論 志賀　文哉 138 人間 24 スポーツ心理学 福島　洋樹 139 人間 40 カラーコーディネート論 秋月　有紀 140 人間 42 都市景観論 秋月　有紀 341 人間 45 人間安全保障論 池田　丈佑 142 人間 46 気候環境論 田上　善夫 1
1143 経済 4 経済史総論 大西　吉之 144 経済 5 貿易論 岸本　壽生 145 経済 8 外国書講読Ⅱ 新里　泰孝 346 経済 14 経営戦略論 内田　康郎 147 経済 21 経営学と経済学で出る数学 白石　俊輔 248 経済 22 証券市場論 本間　哲志 149 経済 31 法学入門 橋口　賢一高田　寛 150 経済 34 財政学 中村　和之 151 経済 35 商法 志津田　一彦 1






69 工 41 化学 手崎 衆 170 工 55 細胞生物学 篠原 寛明 171 工 57 英語コミュニケーション キタノ　アスカ 13
72 教養教育 4 英語Ⅳｃ キタノ　アスカ 3
3
73 芸術文化 5 中国語読解２ 山田眞一 1
74 芸術文化 6 家具デザイン・制作 小松研治 1
75 芸術文化 9 異文化理解文献研究(中国語） 山田眞一 4
76 芸術文化 13 彫刻実習（塑造）Ⅱ 平田昌輝 2
77 芸術文化 20 色彩基礎演習 武山良三 1
78 芸術文化 23 比較美術史入門 大熊敏之 1
79 芸術文化 26 西洋美術史A 松田　愛 1












 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 ２、平成２７年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限 
  (２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 市民生活と法 立石 孝夫（経済学部） 1 1 
2 西洋の歴史と社会 漆間真由美（非常勤講師） 1 1 
3 はじめての経済学 中村和之（経済学部） 2 2 
4 外国文学 吉田 泉（非常勤講師） 4 4 
5 自然と情報の数理 松島 紀佐，他（工学部） 3 3 
合計 11 11 
 過去修了者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名     ・２５年度  ３科目 １４名     ・２６年度  ６科目 ２１名 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２７年 ９月 ４（金）１６時～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（松平校長）       １６：０５～１７：００ 発表（富山大学受講生徒）       １７：００～１７：１０ 講評（富山大学竹内生涯学習部門長）       １７：１０～１７：１５ 修了証授与       １７：１５～１７：２０ 閉会の挨拶（蒲田副校長）       １７：２０ 終了・事務連絡 
 
－ 91 －
回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成27年5月9日(土) 大学院理工学研究部（工学） 小熊　規泰 摩擦を知って安全・安心な生活を！ 108
2 6月20日(土) 大学院医学薬学研究部（医学） 戸邉　一之 自分の生活習慣のくせを知ろう―肥満や糖尿病になりにくい体質を目指す 173
3 7月4日(土) 芸術文化学部 三船　温尚 青銅鏡の世界－化粧具・呪具・魔鏡・四千年の技術－ 89
4 8月8日(土) 大学院医学薬学研究部（薬学） 安東　嗣修 糖尿病や薬剤によって起こる「末梢神経障害」～異常感覚（痛みやしびれ）はどうやって起こるの？～ 113
5 10月3日(土) 人間発達科学部 孫　珠熙 ファッションが人の心に与える影響－シニア・ファッションショー体験を事例に－ 95
6 10月31(土) 大学院理工学研究部（理学） 藤田　安啓 大学の数学は何をしているのか？―微分ちゃ何け？ 94
7 11月28日(土) 人文学部 藤田　秀樹 映画を批評的・分析的に観る 74










 （富山大学） 日  時 平成２７年９月５日（土）１４：００～１７：００  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル５階 いきいきＫＡＮ多目的ホール （富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 「 自分の「つい」に気が付こう－身近にできる肥満・メタボ対策 」 
講  演  
①「生活習慣病予防のための食生活」  徳丸 季聡（金沢大学附属病院栄養管理部・栄養管理室長・管理栄養士）②「運動って、からだにどんなイイコトあるの？」   山本 勝司（福井大学医学部附属病院内泌・代謝内科・医師・日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療専門医）③「不老長寿、いま・むかし」      石木 学（富山大学医学部第一内科・医学教育学・医療人教育室・准教授） 
コーディネーター 戸邉 一之 富山大学医学薬学研究部（医学）内科学第一・教授 
受講者数  １４７名（講師・関係者含む）：（昨年度６８名） 
 （金沢大学） 日  時 平成２７年１０月２４日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町３番丁１６番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 大学における工学と医学とのコラボレーション 
講  演 
①「日常動作におけるリスクと対策」   長宗高樹（ 福井大学大学院工学研究科准教授 ） ②「血圧計のしくみと正しい測り方」 田中志信（ 金沢大学理工研究域教授 ） ③「機械で臓器が作れるか」     中村真人（ 富山大学大学院理工学研究部教授 ） 
コーディネーター 横山壽一（ 金沢大学地域連携推進センター長 ） 
受講者数 ３０名（講師・関係者含む）：（昨年度２６名） 
－ 97 －
（福井大学） 日  時 平成２７年１１月 ３日（火）14：00～16：30 
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 「ＬＥＤで変わった世の中」 
講  演 
①「ＬＥＤが拓く明るい未来」 丸山 武男（金沢大学理工研究域電子情報学系 准教授） ②「紫外線ＬＥＤで超モノづくり」 瀧 健太郎（金沢大学理工研究域自然システム学系 准教授） 
コーディネーター 中根 幸治（福井大学大学院工学研究科 教授） 川戸  栄（福井大学大学院工学研究科 准教授） 
受講者数 ４１名（講師・関係者含む）：（昨年度６６名） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 日  時 平成２７年１１月 ８日（日）１３：００～１５：３０ 
会  場 石川県政記念しいのき迎賓館（金沢市広坂２丁目１番１号） 
テ ー マ 「工芸とアートによるまちづくり：高岡市と能美市の現場から」 
講    演 
 ①「まちづくり、誰のため？なんのため？」  松原 博 氏（一般社団法人 CREP4 代表理事） ②「ウルトラアートと九谷焼」  北野 道規 氏（株式会社マシロ 代表取締役）  

















No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
1 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H27.5.30 中井　精一 人文学部
2 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H27.6.6 大工原　ちなみ 人文学部
3 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H27.6.20 大西　宏治 人文学部
4 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第6回 H27.11.11 藤田　公仁子 生涯学習部門
5 富山県中小企業家同友会 経営者大学第14期　第1回 H27.9.7 竹地　潔 経済学部
6 富山県中小企業家同友会 経営者大学第14期　第2回 H27.9.18 福島　洋樹 人間発達科学部
7 富山県中小企業家同友会 経営者大学第14期　第3回・第4回 H27.9.30H27.10.14 千田　晋 研究推進機構産学連携推進センター
8 富山県中小企業家同友会 経営者大学第14期　第5回 H27.10.27 内田　康郎 経済学部
9 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成27年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第1回 H27.6.1H27.6.11 東條　直貴 附属病院
10 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成27年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第2回 H27.6.17H27.7.3 林　龍三 附属病院
11 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成27年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第3回 H27.6.30H27.7.10 鈴木　道雄 附属病院
12 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成27年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第6回 H27.8.24H27.9.4 山下　昭雄 附属病院
13 富山県 世界遺産人材育成プロジェクトユースプログラム H27.8.19-22 藤田　公仁子 生涯学習部門
14 富山県民共生センターサンフォルテ サンフォルテカレッジ＜講師派遣型＞ H27.8-H28.3 藤田　公仁子 生涯学習部門
15 富山市立図書館 キラリ！図書館プロジェクト2015セミナー H27.12.20 白木　公康 医学部
16 富山市立図書館 キラリ！図書館プロジェクト2015セミナー H28.1.27 秋月　有紀 人間発達科学部
17 富山市立図書館 キラリ！図書館プロジェクト2015和漢薬セミナー　第1回 H28.2.19 伏見　裕利 和漢医薬学総合研究所
18 富山市立図書館 キラリ！図書館プロジェクト2015和漢薬セミナー　第2回 H28.3.4 小松　かつ子 和漢医薬学総合研究所
19 富山市立図書館 キラリ！図書館プロジェクト2015セミナー H27.11.3 藤田　公仁子 生涯学習部門
20 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第1回 H27.7.4 藤田　公仁子 生涯学習部門
21 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第2回 H27.10.3 長谷川　春生 人間発達科学部
22 滑川市 平成27年度家庭教育推進事業青少年育成・家庭教育講座 H27.8.4 長谷川　春生 人間発達科学部
23 NPO法人ワーカーズコープ富山事業所 農業と福祉のセミナー H27.12.5 藤田　公仁子 生涯学習部門
－ 110 －
No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
24 金沢大学地域連携推進センター 平成27年度金沢大学社会教育主事講習 H27.7.25 藤田　公仁子 生涯学習部門
25 金沢大学地域連携推進センター 平成27年度金沢大学社会教育主事講習 H27.7.30 藤田　公仁子 生涯学習部門
26 石川県教育委員会 平成27年度  石川県公民館職員基礎研修 H27.7.16 藤田　公仁子 生涯学習部門
27 石川県教育委員会 平成27年度  石川県公民館職員専門研修 H27.6.25 藤田　公仁子 生涯学習部門
28 石川県立生涯学習センター 平成27年度金沢教育事務所管内生涯学習研修会 H27 藤田　公仁子 生涯学習部門
29 石川県立生涯学習センター 平成27年度中能登教育事務所管内生涯学習研修会 H27 藤田　公仁子 生涯学習部門
30 東海北陸公民館大会（富山大会） 第52園東海北陸公民館大会富山大会 H27.9.11 藤田　公仁子 生涯学習部門
31 東海北陸公民館大会（富山大会） 第52園東海北陸公民館大会富山大会 H27.9.11 神川　康子 人間発達科学部
32 長野県木島平村教育委員会 農村版大学コンソーシアム木島平校<糠千>夏季講座 H27.8.26-30 藤田　公仁子 生涯学習部門
33 青森県弘前市 弘前市公民館関係職員研修会 H27.7.17 藤田　公仁子 生涯学習部門
34 青森県弘前市 男女共同参画普及啓発事業講演会 H27.8.29 藤田　公仁子 生涯学習部門
35 文部科学省 中央教育審議会生涯学習分科会学習成果活用部会　第1回 H27.6.4 藤田　公仁子 生涯学習部門
36 文部科学省 土曜学習応援団への賛同 H27.6.29 － 生涯学習部門
37 文部科学省 地方創生全国コンファレンス　第1回 H28.2.18 藤田　公仁子 生涯学習部門
38 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター 平成27年社会教育主事専門講座 H27.11.11 藤田　公仁子 生涯学習部門
39 日本損害保険協会 防災・地震フォーラムin富山 H27.11.19 竹内　章 理学部生涯学習部門








 富山県中小企業家同友会 共育委員長  永森裕章 富山県中小企業家同友会 
経営者大学第１４期のご案内
～幅広い学びを通して、経営者としての総合力を向上させることを目指そう！～ 
2002年にスタートした経営者大学も１４期を迎えました。私たち中小企業が経営を維持発展させていくためには、社員を採用・教育し、その能力を主体的に発揮する仕組みや環境をつくることが大切です。 そのためには、経営者の力量を更にアップさせるだけでなく、経営理念を社員と共有して、社員がイキイキと働ける組織や風土に、会社を変革していくことが必要です。 第１４期は、「今、大きく変化する社会と時代の中、従来の事業をそのまま継承するのではなく、客観的に自社を見直し、経営の多角化・事業転換・他社との連携など様々な視点で新しい仕事づくりへの挑戦が必要です。今回は、新しい仕事づくりに向けての仕組みや体制」の視点から内容を組み立てました。 講師には、富山大学のご協力による各分野のエキスパートに協力頂きました。 現在の経営環境を「全員経営」で打破していく！という視点で、これからの方向性や展望を考えるヒ ントと勇気が沸いてくる内容であると確信しております。  ぜひ、幹部の皆さんと一緒に参加ください。 
経営者大学の目的：激動期を確かに生きるための知識を様々な角度から学び、これからの社会と経営の発展方向を洞察し、「共育」力を身につけます。 
  《募 集 要 項》 
■対 象 経営者・後継者・幹部社員■期 間 9/7(月)、9/18(金)、9/30(水)、10/14(水)、10/27(火)全５講＊４講以上出席者には、修了証授与 ■会 場 富山大学 1～3講：生涯学習部門１F 4･5講共通教育棟3F（申込者には案内図送付）■時 間 １８：００～２１：００ 時間厳守！！■内 容 カリキュラムは裏面参照＜主な進め方＞ 講義＋グループ討論＋補足講義が基本ですが、内容によっては異なります。 ■定 員 ３０名  ※対象：経営者、後継者、幹部社員 ■受講料 会員企業一人１５、０００円（同一企業で複数参加の場合は、２人目からは６、０００円） 会員外企業一人20、000円） ＊単講受講、１回４、０００円 ■申し込み ＦＡＸ：０７６-４５２－６１１６  ＴＥＬ：０７６－４５２－６００６主 催：富山県中小企業家同友会 共育委員会 共 賛：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門    切    り    取    り    線  
経営者大学 第１４期 参加申込書  会社名 










講師 竹地 潔氏 
富山大学 経済学部 経営法学科 教授 
「“ブラック企業”と呼ばれないための労働法再入門」













講師 千田 晋氏 富山大学 研究推進機構産学連携推進センター  特命教授 
「イノベーションと人材育成①」 





講師 千田 晋氏 
富山大学 研究推進機構産学連携推進センター  特命教授 





講師 内田康郎 氏 
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